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は

じ
め

に

　

中
国
浄
土

教
の

祖
と

さ

れ

る

曇
鸞
（
四
七

六

　
五

四

二
）

の

思
想
背
景

を

探
る

研
究
は

、

こ

れ

ま

で

主

著
『

往
生
論
註
』

に

顕
著
に

影
響
が

見

ら

れ

る

「

十

住
毘

婆
沙
論
』

『

大
智
度

論
』

と

い

っ

た

般
若
系

論
書
な

ど

を

中
心

に

進
め

ら

れ

て

き
た

。

し

か

し
、

『

往
生

論
註
』

は

そ

れ

以

外
の

多
種
多
様
な

思

想
が

取
り
込
ま

れ
る

こ

と

に

よ
っ

て

形
成
さ
れ

て

い

る
。

曇
鸞
が

生

き

た

北

魏

は
、

中

国
仏
教
史
上

に

お
い

て

も
と

り
わ

け

様
々

な

思

想
が

未
整

理

に

混
在
し
て

い

た
。

北

魏
仏
教
者
と

し

て

の

曇
鸞
の

思
想
を
追

求
し

て

い

く
に

は
、

そ
れ

ら

を
可

能
な
限
り
拾
い

上

げ
る

作

業
が

不
可

欠
と

な

る
。

　

本
論

考
で

具
体
的
に

取

り

上
げ
る

の

は
、

曇
鸞
の

意
図
し

た

実

践
と

は

何
か
と
い

う
点
で

あ

る
。

こ

の

点
に

関
し

て
、

上

述
の

問
題

意
識

の

も
と

、

北
魏
仏
教
界
の

信
仰
や

実
践
の

状

況
か

ら

「

禅
観
思

想
」

の

影

響
を

想
定
し

、

考
察
を
試
み
た
い

。

そ

れ

に

よ
っ

て
、

曇
鸞
像
の

把

握

に

必

要
な

、

新
た

な
視
点
を
提
供
で

き

れ

ば

と

考
え
る

。

　

　
一

　

曇
鸞
の

禅
観
に

対
す
る

関
心

　

曇
鸞
の

禅
観
に

対
す
る

意

識
は

、

『

往
生

論
註
』

下
巻

、

起

観
生

信

章
（

『

大
正

蔵
』

四

〇
、

八、
二

五

下
）

に

示
さ
れ

る
、

奢
摩

他
を
止

、

毘
婆

舎
那
を

観
と

訳
す
こ

と

に

つ

い

て

の

以
下
の

記
述
か

ら

読
み

取
れ
る

。

　

釈
奢
摩
他
日
止

。

止

者
止
心
一

処

不
作
悪
也

。

此

釈

名
乃
不
乖
大
意
於
義
未

　

満
。

何
以

言
之

。

如
止

心

鼻
端

、

亦
名
為
止

。

不
浄
・

止

貪
、

慈
悲

霍
止

瞋
、

因
縁
　
止

癡
、

如
是
等
亦
名
為
止

。

如

人

将
行
不
行

、

亦
名
為
止

。

是

知
止
語
浮
漫

。

不
正
得
奢
摩
他
名
也

。

如
椿
柘
楡
柳
雖
皆
名
木、

若
但
云

木

安
得
楡
柳
耶
…

釈
毘
婆
舎
那

日

観
。

但
汎

言
観
義
亦
未
満

。

何
以

言
之

。

如
観
身
無
常
・

　

苦
・

空
・

無
我
・

九

想
等、

皆
名
為
観

。

亦

如
上

木

名
不
得
椿
柘
也

。

　

傍
線
部
の

表
現
は

、

鳩
摩
羅
什
訳
『

坐
禅
三

昧

経
』

な
ど

に

見
ら

れ

る

も
の

で

あ
る

。

藤
堂

恭
俊
氏
は

そ

れ

を
僧
稠
・

僧

実
な
ど

当
時
の

禅

観
実
修
者
が

行
っ

た

禅

観
の

実
践
を

取
り
上

げ
た

も
の

と

し
、

こ

れ

に

続
く
註
釈
は

、

五

念
門

所
説
の

止

観
の

特
異
性
を
あ
ら

わ

す
た

め

の

も

　

　

　

　

　（
1

）

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

（

2
）

の

と

指
摘
す
る

。

こ

れ

に

対
し

て

は

批

判
的
な
見

解
も
あ
る

が
、

い

ず

一
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れ

に

せ

よ

禅
観
に

意
識
が

向
け
ら
れ
て
い

た

こ

と

は

確
か

で

あ
る

。

二

　
同
時

代
に

お

け
る
禅

観
の

実
践

二

ー
一

　

禅
観
経
典
の

訳
出
と
禅
観
の

実

践

　
当

時
の

禅

観
の

状

況
は

、

禅

観

経
典
の

内

容
や
、

僧
伝

資

料
の

記

録
、

そ
し
て

現
在
残
る

遺
跡
な
ど

か
ら
推
測
す
る
こ

と

が

で

き
る

。

禅

観

経
典
の

訳

出
は
、

時

代
を

少
し

遡

る

五

世

紀

前
半
に

集
中
し

て

お

り
、

曇
鸞

在
世

時
は

そ
れ

ら
が

普

及
し

て

い

っ

た

時
代
と

考
え

ら

れ

る
。

ま
た

、

僧
伝

資
料
を
確
認
す
る

と
、

『

続
高
僧
伝
』

「

習
禅
篇
」

に

は
一

〇

〇

人
ほ

ど

の

人
物
が

列
伝
さ
れ
て

い

る
の

に

加
え

、

他
の

箇
所

に

も
、

禅
観
を
修
し
た

と

す
る

記
述
を
持
つ

人

物
は

多
く

、

そ
れ

ら

を

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

3）

加
え
る

と

禅
観
実
習
者
の

数
は

さ

ら
に

増
え
る

。

　
以

下

は

禅

観
実
修
の

動
向
を

探
る
一

端
と

し

て
、

僧
稠
（
四

八

〇

ー

五

六

〇
）

と

彼
が
そ
の

造
営
に

関

わ
っ

た

小

南
海
中
窟
の

事
例
に

注
目

し

て

み

た
い

。

そ
の

理

由
は

、

彼
が

『

続
高

僧
伝
』

「

習
禅
篇
」

の

総

論
（

『

大
正

蔵
』

五

〇
、

五
九

六
上
）

に
、

菩
提
達

摩
と

対
比
し
て

説
明
さ

れ

る

な
ど

、

当
時
を

代
表
す
る

人

物
と

し

て

位
置
づ

け
ら

れ

る

こ

と
、

ま
た

彼
の

実
践
し
た

観
法
に

「

観
無
量

寿
経
』

の

影
響
が

指
摘
さ

れ

て

い

る
こ

と

に

あ
る

。

ニ

ー
二

　
僧
稠
と

小
南
海
中
窟

　
『

続
高
僧
伝
』

僧
稠
伝
に

よ

れ
ば

、

河
北
省
に

生
ま

れ

た

僧
稠
は
二

八

歳
で

出
家

、

様
々

な
師

に

つ

い

て

経

論
を

学
び

、

止

観
を

実

践

す
る

曇
鸞
と
禅
観
思
想
（
真
名
子）

が
、

証
す

る

と
こ

ろ

な
く

『

涅
槃
経
』

を

読
誦
し

た
。

そ
の

後
「

涅
槃

経
」

「

聖

行
品
」

の

四

念

処
法
を

拠
り
ど

こ

ろ

と

し

た
。

北
斉
文

宣
帝

（

在
位
五
五

〇

1
五

五

九
）

の

天

保
二

年
（

五

五
一
）

に

鄲

都
に

赴
き

、

帝

に

禅
道
・

菩
薩
戒
法
を

授
け

、

人
々

に

斎

戒
を
授
け
た

と
い

う
。

　
河

南
省
の

小

南

海
中
窟
は

、

天

保
元

年
（
五

五

〇
）

に

造

営
が

開
始

さ

れ
、

天

保
六

年
（

五

五
五
）
、

僧
稠
の

深
い

関
与
の

も

と
、

造
像
と

浮

彫
が

完
成

、

乾

明
元

年
（

五

六

〇
）

の

僧

稠
死

後
、

窟
外
に

「

方

法
師

鏤
石

班

経
記
」

「

華
厳
経
偈
讃
」

「

大
般
涅

槃
経
聖

行
品
」

な

ど
の

石
刻

文
が

刻
ま

れ

る
。

内
部
は

三

壁
に

三

仏
が

安
置
さ

れ
、

周
囲
は

全

面
に

浅
い

浮
彫
が

施

さ

れ

て

い

る
。

注
目

す
べ

き
は

そ

の

浮
彫
の

な

か

に
、

『

涅

槃
経
』

「

梵

行

品
」

の

偈

頌
（
北

壁
）

と

『

観
無
量

寿
経
』

に

基
づ

く
九

品

往
生

図
（
西

壁）

が

近

接
し

て

存
在
す

る

点
で

あ
る

。

　
小

南
海
中
窟

に

お

け
る

『

涅
槃
経
』

『

観
無
量

寿
経
』

の

結
び
つ

き

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
4）

に
つ

い

て
、

稲

本
泰
生

氏
は
二

つ

の

理
由
を
挙
げ
て

い

る
。

　
・

阿

闍
世
王

説
話
を
媒
介
と

し
た

、

救

済
の

条
件
と

そ

れ

が

及
ぶ

範

　
　

囲
の

問

題

に

関
し

て

の

相
互

補
完
性

　
・

観
法
の

実
践
体
系
そ
の

も
の

に

内
在
す
る

相
互

補
完
性

こ

の

う
ち

、

当

時
の
一

般
的
な
観
法
と

も
い

え

る

四

念

処
法
と

『

観
無

量
寿
経
』

の

観
法
の

関
係
に

つ

い

て

の

二

つ

目

の

指
摘

は
、

曇
鸞
の

意

図
し

た

実

践
の

背
景
を

考
え

る

上

で

も
示
唆
を

与
え

る

も
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

二

四
七

一 799 一
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曇
鸞
と

禅
観
思
想
（

真
名
子）

三

　
『

往
生

論
註
』

成
立

背
景
と
し

て

の

禅
観
思

想

　
こ

の

よ

う
な
状
況
の

下
、

曇
鸞
は

禅
観
思

想
を

ど

う
捉
え
て

い

た
の

か
。

以
下
に

二

つ

の

仮
説
を

立

て

て

み

た
い

。

　

 
曇
鸞
は

「

五

念
門
」

を

「

禅
観
」

と

し

て

理

解
し

た

　

 
そ
の

媒
介
と

し

て

『

観
無
量

寿
経
』

が

位
置
づ

け
ら

れ

る

『

往
生

論
註
』

で

は
、

『

浄
土

論
』

所
説
の

、

礼
拝
・

讃
嘆
・

作
願
・

観

察
・

回
向
の

五
つ

か

ら

な

る

五

念
門
を

註
釈
す
る

中
、

全

体
を
通
じ
て

「

心
心
相
続
」

「

無
他
想
問

雑
」

と
い

っ

た

表
現
が

用
い

ら
れ

、

阿
弥
陀

仏
を

対
象
と

す
る

「

念
の

相

続
」

が

強
調
さ
れ
る

。

こ

れ

は

『

観
無
量

寿
経
』

の

コ

心
繋
念
」

「

心

不
散
乱
」

と
い

っ

た

表
現
と

共
通

す
る

と

は

考
え
ら

れ

な
い

だ
ろ

う
か

。

ま
た

、

そ
の

観
仏
思
想
は

、

と

も
に

凡
夫
の

行
と

し
て

示
さ

れ

て

お

り
、

そ
の

根
拠
を
阿
弥
陀
仏
の

本
願
力

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
5）

（

宿
願

力
・

他

力
）

に

求
め

て

い

る
。

さ

ら

に
、

『

往
生

論
註
』

下

巻
、

観
察
体

相
章
に

お
い

て

「

若

欲
観
座

、

当
依
観

無
量

寿

経
」

「

若
欲
観

仏

身
、

当
依

観
無
量

寿
経
」

（
『

大

正
蔵
』

四

Q
、

八

三

九

中）

と
、

観

察

の

方
法
を

詳
細
に

は

説

か

ず、

た

だ

『

観
無
量
寿
経
』

に

よ
る
べ

き
と

だ

け

述
べ

て

い

る
。

　
以

上
の

こ

と
か

ら
、

曇

鸞
の

意

図
し
た

五

念
門
が

阿
弥
陀
仏
を
対

象

と

し
た

禅
観
で

あ
る

と

想
定
す

る

と
、

以
下
の

よ

う
な
関
係
に

な
る

。

　
　

禅
観
思

想
　
冖

棚
観

劉
見
仏

　
　

　

←

『

観
無
量

寿
経
』

　
　
←

『

往
生

論
註
』

■9

二

四
八

阿
弥

，

陀
仏
滅
ぞ，
の

浄，
土一
を
対
象
ど，
U
だ

，

棚
観

劉
見
仏

阿
弥
陀
仏
と

そ
の

浄
土

を

対
象
と

し

た

五

念
門
に

よ

る

見
仏
（
菩
提
の

獲
得
）

　
で

は
、

三
つ

の

関
係
を
右
図
の

よ

う
に

考
え
る
こ

と

で
、

に
よ

る

評

価
と

ど

の

よ

う
な

点
で

異

な
る

見
解
が

得
ら
れ

る
の

か
。

　
一

つ

に

は
、

五

念

門

中
の

作
願
・

観

察

に

対
す

る

理

解
で

あ
る

。

『

鳩
摩
羅
什
法

師
大
義
』

巻
中
（
『

大
正

蔵
』

四

五
、

一

三

四

中）
、

「

思

唯

略
要

法
』

「

観

無
量

寿
仏

法
」

（
『

大
正

蔵
』

一

五
、

二

九

九

下
）

に

お
い

て

は
、

禅

観
経
典
に

説
か

れ

る

段
階

的
な

観
想
は

、

劣
っ

た

者
の

た
め

の

行
と

し

て

示
さ

れ

る
。

五

念
門

中
の

作
願
・

観
察
は

し

ば

し

ば
高
位

の

菩
薩
行
と

し

て

理

解
さ
れ

て

き
た

が
、

先
の

想

定
が

正

し
け
れ

ば
、

そ
れ

ら

は

階

位
の

低
い

者
を

対
象
と

し
た

禅
観
と

考
え
る
こ

と

も
可
能

で

あ
る

。

　
も
う
一

つ

は
、

称
名
の

位
置
づ

け
に

関
す
る

問
題
で

あ
る

。

禅
観
経

典
で

は

禅

観
と
と

も

に

称

名
や

懺

悔
に

つ

い

て

頻
繁
に

言

及
さ

れ

る

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
6）

が
、

そ
れ
ら
は

禅

観
の

前
段
階
の

行
と

し

て

位
置
づ

け
ら

れ

る
。

浄
土

教
に

お

け

る

称
名
思
想
の

嚆
矢
と

も
さ

れ
る

曇

鸞
で

は

あ

る

が
、

禅
観

思
想
と
し

て

考
え
る

な

ら

ば
、

称
名
は

あ
く
ま
で

禅

観
の

前
段

階
と
し

て

の

位
置
づ

け
と
な
る

。

称
名
は

そ

れ

自
体
が

強
調
さ

れ

る
べ

き
で

は

な
く

、

観
仏
か
ら

見
仏
へ

と

続
く
一

連
の

流
れ

と

し
て

理

解
し

な
け
れ

先
行
研
究
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ば

な
ら

な
い

。

お

わ

り
に

　

本
論
考
で

は
、

曇
鸞
の

意
図
し

た

実
践
と

は

何
か
と
い

う
点
に

関
し

て
、

従
来
そ

れ

ほ

ど

考
慮
さ

れ

な

か
っ

た

禅
観

思
想
の

影
響
を

想

定

し
、

考
察
を
試
み
た

。

当
時
の

状
況
に
つ

い

て
、

僧
稠
と

小
南
海
中
窟

の

事
例
の

み

し

か
取
り
上

げ
ら

れ

な
か
っ

た
が

、

そ
の

他
に

も
注
目

す

べ

き
禅
観
実
修
者
は

多
く
確
認
で

き
、

曇
鸞
の

意
図
し

た

実
践
が

禅
観

思

想
と

無
関

係
に

成
立

し

た

と

は

考
え
が
た
い

。

そ
こ

で
、

『

往
生

論

註
』

に

示
さ
れ

る

五

念
門
釈
を

禅
観
思
想
と

し

て

理
解
し

、

禅
観
思
想

を

導
入
す
る

媒
介
と

し

て

『

観
無
量

寿
経
』

が

用
い

ら

れ

た
の

で

は

な

い

か

と
い

う
仮
説
の

も
と

論
を

進
め

た
。

　

五

念

門

釈
に

み

え
る

「

念
の

相

続
」

の

強

調
は

、

『

観
無

量

寿
経
』

の

＝

心

繋
念
」

「

心
不

散
乱
」

は
、

と

も
に

阿
弥
陀
仏
の

み

を
そ

の

対
象
と

す
る

点
、

低
い

階

位
の

者
で

あ
っ

て

も

見
仏
が

可

能
と

な
る

と

示

す
点
で

共
通
し

て

お

り
、

先
の

仮
説
は

十
分
に

想
定
し

う
る

と

考
え

る
。

　

今
回

考
察
に

至

ら

な

か
っ

た

『

往
生

論
註
』

と

『

観
無
量
寿
経
』

の

共
通

点
・

相
異
点
な

ど

に
つ

い

て

は
、

別
の

機
会
に

論
じ
て

み
た

い
。

1
　
藤
堂

恭
俊
「

曇
鸞
の

薯
摩
他
・

毘
婆
舎
那
観
」

（

福
井
博
士

頌
寿
記
念

　

論
文
集
刊
行
会
編
『

東
洋
文
化
論
集
』

、

早
稲

田
大
学
出

版
部

、

一

九
七
〇
）

曇
鸞
と

禅
観
思
想
（
真
名
子）

　
六

九
三

頁
。

2
　

石
川
琢
道
『

曇

鸞
浄
土

教
形
成

論
』

（

法
蔵
館、

二

〇
〇

九
）

二

〇

二

頁
。

3
　
僧
伝
資
料
に

見
ら

れ

る

当
時
の

禅
観
実

修
の

状
況
に

つ

い

て

は、

武
藤

　

明

範
「

『

唐

高
僧
伝
』

に
み

ら

れ
る

禅
観
実
修
の

動
向
（

こ
」

（

『

愛
知
学

　

院

大
学
大
学
院
文
学
研

究
科

文
研

会
紀
要
』

　一

六、

二

〇
〇

五
）

な
ど

　

を

参
照

。

4
　
稲

本

泰
生

「

小

南

海

中

窟
と

滅

罪
の

思

想
」

（
『

鹿

園

雑
集
』

四
、

　
二

〇

〇
二
）

。

ま

た
、

曇
鸞
と

僧
稠
を
比

較
し

た

研
究
に

、

内
田

准
心

　
「

『

往
生

論
註
』

に

お

け
る

願
生
の

意
義
」

（
「

龍
谷
大

学

大
学
院
文
学
研
究

　

科
紀
要
』

三
五
、

二

〇
一

三
）

が

あ
る

。

5
　
『

観
無
量

寿
経
』

第
十
三

雑
想
観
（

『

大
正

蔵
』

一

二
、

三

四
四

中
）

、
『

往

　

生

論
註
』

下

巻、

利
行

満
足
章
（

『

大
正

蔵
』

四
〇
、

入

四

四
上
）

。

6
　
稲
本
氏
前
掲

論
文、

ま
た

、

小
丸
真
司
「

『

観
無
量

寿
経
』

と

称
名
思

　

想
」

（
平
川

彰
博
士

古
稀
記
念
会
編

『

仏
教
思
想
の

諸
問
題
』

、

春
秋
社、

　
一

九

八
五
）

、

畝
部
俊
秀
「

『

観
無

量
寿
経
』

に

お
け
る

称
名
思

想
」

（

『

同

　

朋
大
学
論
叢
』

四
四
・

四

五、

】

九
八
一
）

な
ど

を

参
照

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

曇

鸞
、

僧
稠、

禅
観

、

『

往
生

論

註
』

、

『

観
無
量
寿
経
』

　
（

龍
谷
大

学
大

学
院
研
究
生
）

二

四
九
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